








Copylight (c) 2009 宍戸明美



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































統合をめぐる概念 社会連帯 特殊化／交換による相互依存 独占／社会的閉鎖
統合の要因 モラルに基づく統合 交換 シティズンシップの諸権利
イデオロギー 共和主義 自由主義 社会民主主義
言説 排除 アンダークラス 新しい貧困／不平等
思想的起源 ルソー／デュルケーム ロック／功利主義 ウェーバー／マーシャル
排除の基底的問題* 社会的紐帯の断絶 個人の逸脱した価値観 シティズンシップの独占










































































































































































































































































就　　労 ○ ○ ○
シティズンシップ ○ ○ ○
個別的支援サービ
ス（コミュニティ・
ケアを含む）
○ ○ ○
出所：福原宏幸『社会的排除／包摂と社会政策P30
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政策を紹介してきたが，「社会的企業」との関
わりで山口浩平（2007）は政府と企業とのパー
トナーシップを紹介している。その際重要なこ
とはやはり，市民権をあたえ，その活動をシス
テムとして支えていることであろう。
　日本でもいろいろな実践例がでてきている
が，「持続可能な，安定した活動」を支えるた
めにも一つのチャレンジとして「社会的企業」
の再評価と福祉サービスとの関係をきちっと議
論していくことが求められる。
Ⅲ　ソーシャルワーカーの役割とその課題
　社会福祉では古典的な問題であった「貧困」
問題を世界のグローバル化のなかで如何に捉え
ようとしているのか，そしてその貧困観は「社
会的排除」概念とどう違っているのか，なぜ従
来の捉え方では解決し得ないのか，等々の疑問
がでてくる。「社会的排除」に対して既存のソー
シャルワークの概念では対応できないというよ
り，別稿で提起するがソーシャルワークでなけ
ればならない専門的必然性が論証できないので
はないかという根源的な問題提起ある。資格で
いえば，「社会福祉士（ソーシャルワーカー）」
は国家資格でありながら，業務独占ではなく（業
務独占という専門職には馴染まない活動領域で
あるともいわれる）“はじめに”で少し提案し
たように，だれでも介入できる活動領域である。
果して，ソーシャルワーカーでなければならな
いものは何か。もしソーシャルワーカーの仕事
として明確に差別化していうならば，専門性の
議論をしておく必要があろう。さらにソーシャ
ルワーカーの役割を考えると社会福祉事業の要
件として，その規制も考慮にいれるべきであろ
う。古川は（2006：166―169）ウィレンスキー
とルボーの事業範囲を取り上げ説明している。
①フォーマルな組織として機能していること，
②社会的な資金によって運営されており，社会
的にたいして責任を負っていること，③利益の
追求が事業活動の主要な動機になっていないこ
と，④人びとのニーズが統合的にとらえられて
いること，⑤人びとの消極的ニーズの充足を直
接の課題にしていること，である。ただ，古川
はこの用件はわが国に適応するにあたって一定
有効ではあるが，無理がありとして，改めて八
つの用件を設定している。つまりある種の事業
が社会福祉の事業といいうるためには以下の8
つの用件が求められる。①福祉ニーズの対応性
②公益性③規範性④非利益性⑤組織性⑥規模性
⑦継続性⑧安定性である。
　更にサービス（援助）の提供組織の類型を公
益原理と市場原理から図式化して，今後の開放
体系としてのサービス供給の方向も示唆してい
る（古川2006：197図表10）。
　これからのソーシャルワークの実践活動を業
種，業務での苦しいテリトリー議論に陥るので
はなく，ソーシャルワーカーの守備範囲を大き
く広げるなかで，そのアイデンティティを証明
していくことの方が受け入れ易い論理となろ
う。その一つとして，既に議論をなげかけてい
る，「社会サービス」での活動から領域をサー
ビス産業と位置づけ，社会貢献の一端としてい
く「社会的企業」へのソーシャルワーカーの関
わりに注目していきたい。こうした人々の活動
の機能には限りない可能性と自立したソーシャ
ルワーク活動の展開が望める。ただ，いくつか
の大きな，重い課題と共に解決していくことが
求められている。つまり「持続可能な安全な起
業」への挑戦である。しかし，明らかにその芽
はいろんなところから出てきている。またその
形も整い始めている。実際に枚挙にいとまのな
いほどに新聞などで（時には本人は自分の活動
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が「社会起業」として位置づけられるというこ
とも自覚しないままであるが。）報道されてい
る。例えば，グラミン銀行を立ち上げたムハマ
ド・ユヌス氏の社会貢献ビジネスの貧困問題の
取り組み例（2009/1/9朝日新聞），島根県での
若い人々の過疎地での集落支援員制度の活動，
団塊の世代が自分の存在価値を求めて，企業を
立ち上げようとしている例（2009/01/17朝日新
聞「身の丈に応じた起業支援」），社会的企業の
本場の英国では現在「社会企業」的な起業は5
万5千あり，その実際の活動実態は既に数字で
紹介した。今回の金融危機において英国型「社
会的企業」は失業者の駆け込み場として，職業
訓練とセットで活動をした。雇用創出の社会貢
献，就労にむけての職業訓練を兼ねた企業とし
て評価されている（2009/1/16朝日新聞）など
にみられる。
　あるいは，今盛んに出てきた，ワークシェ
アリング方式の労働について，いろいろな否定
的な課題はあるものの，その積極面をうまく取
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図表10　援助提供組織の特性類型
出所：古川孝順『社会福祉原論　第2版』P197
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り入れ，残った就業時間を別の顔をもって，社
会貢献に繋がる活動をしていくことも新しい就
労の仕方かもしれない。因みにボランティアの
メッカであるアメリカは自分の一定時間を社会
貢献に捧げることを日常的なこととしている。
これもまた，新しい社会参加であろう。
　今私たちに求められていることは，こうした
新しい社会貢献型の萌芽をいかに丁寧にとら
え，民間だけではない公的行政のバックアップ
を巻き込んだ協働化のシステムづくりではない
だろうか。そのためにも日本での「社会的企業」
は「市民権」の獲得が焦点となろう。そしてそ
の活動領域がソーシャルワーカーの活動の場の
一つとして認められることで，正に多様な形で
「社会的排除」に取り組むことができる自立し
たソーシャルワーカーを育てることになるであ
ろう。
おわりに：
　この小論文ではとりあえず，「貧困」概念の
整理をこころみ，今日の貧困を「社会的排除」
として捉える意義に焦点をあてた。更にその対
応として，ソーシャルワーカーがどのような活
動をすることが求められるのか，ひいてはその
活動は専門職として機能するのかが一つの問題
提起であった。
　“はじめに”で昨年来現実になった貧困の問
題を取り上げたが，今回の「貧困」は単なる貧
困概念で捉えるだけでは難しい暴走した資本主
義国家存続への警鐘であったのではないかと思
われる。その根底には「社会的排除」が見事に
現実の生活課題を浮かびあがらせ，貧困に対す
る鋭い問題提起があったからである。この状況
をとらえ，作家の五木寛之はその感性から以下
のように述べている。
　（週刊ポスト2009/1/16/23号　宍戸要約）
　「鬱の時代として現状を表現し，ルネッサン
ス以来の500年に一度の歴史的な大転換に直面
している。アメリカは神を信じ見えざる神の手
のもとに市場主義，自由主義を謳歌してきた
が，それが失墜し，神なき資本主義の終焉をむ
かえ，正に「国家ヒューマニズム」が崩壊しつ
つある。今回の世界経済の同時混乱は1929年
のアメリカの大恐慌や石油ショックとは違うこ
れまでの不況では本質的に違うことを述べる。
その時は貧しくとも希望があった。しかし今，
人々は経済，金融の危機どころか，心の恐慌，
魂のデフレをおこしている。日本はもう経済で
世界をリードできないが，しかし，日本は本来
もっている高い精神文化をもってリードでき
る。自然を自分たちの友と信じ，共に生きる。
山，川，海，動植物，鉱山すべてに生命があ
り，それを尊ぶ感覚は日本人の基本的な本性で
ある「共存」という思想をもっている。そこに「無
償の奉仕にいきる覚悟」を復帰させられないだ
ろうか。」というものであった。
　これはもう一つの基盤形成への警鐘である。
つまり，人と人との“つながり”を求める公
助，共助，相互扶助を土壌とした文化の創造で
ある。
　アメリカ人は社会貢献をすることはキリスト
教の教えのなかにあり，当然として生活のなか
で息づいている。日本は文化土壌の違いからそ
うしたマインドは育てられなかった。寄付も無
償の社会貢献への関心も低い。ただ，五木のい
う「共存」に，「共生」という“人間が主体と
なってくらす，つまり対立を生み出す”意味を
もつのではなく，人間は自然の一部であるとい
う存在の原点にたちかえり自然界の法則を読み
とることで，もう一度その精神を見直し，再構
成をすることができないものかという思いを
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この論文の結びに書き留めておきたい。そして
ソーシャルワークは，その価値を共有する真に
実践家であり，それは，深い意味での福祉の人
と人を繋ぐ理念へとつながっているのではない
だろうか。
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